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Ⅰ　はじめに

造形の分野は、アート、工芸、デザイン又はこれらに
分類できないインスタレーションやパフォーマンスなど
と多様化している。近年、その発想や手段はさらに広が
りを見せている。そこには作家たちの探求もさることな
がら大きい要因として科学や技術の進歩の存在がある。
特に写真表現においては、その進歩がなければ存在し得
なかったと言っても過言ではない。だからこそ現在に至
っても、写真表現の幅はより一層の伸展を見せているの
である。
本研究では写真表現に焦点を当て、デジタル写真とゼ
ラチン・シルバー・プリントのそれぞれの撮影からプリ
ントまでの工程を経て、双方を融合させた作品制作を試
み、その可能性について考察する。

Ⅱ　写真表現の概観

写真表現においては、顕著にデジタル表現の進歩が現
れている。写真は誕生からまだ 170 年余りであり、その
変遷は今なお続いている。写真は、報道写真、広告写真、
芸術写真など専門家の表現手段である一方、日常を撮影

したスナップ写真やプリクラ写真など一般に身近な表現
メディアとして存在している。写真はカメラ技術の発達
に伴い、写真家が撮るものだとされた時代から父親が家
族を撮影できる時代、そして誰もが気軽に楽しむ時代へ
と変化し続けてきた。
現在のカメラは、手軽なデジタルカメラやカメラ付き
携帯電話などによって益々身近なツールになり、その性
能は進化し続けている。また、撮影後のプリント作業は、
店舗によって安価で行うことができ、更には一般家庭で
のプリンターの普及に伴い、写真は撮影からプリントま
で個人で手軽に行えるまでになった。近年では、その手
軽さや独自表現の楽しみなどが相まってブームとなり、
「カメラ女子」といった造語ができ、書店には女性向け
の「女子カメラ」「～で撮るかんたんかわいい写真」と
いった見出しのついた雑誌や本が陳列されている。また、
トイカメラのコーナーが設けられるなど、カメラは中高
年男性主体といった感覚はもはやなくなり、今後の写真
のあり様が変化していく兆しが見られる。
デジタル写真が普及する十数年前まで写真の主流は、
ゼラチン・シルバー・プリント（本稿では、モノクロ・
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ゼラチン・シルバー・プリントを取り上げる）であった。
しかし、その存在は写真のデジタル化に伴い需要が減少
し、フィルムや印画紙などは製造中止になるものが相次
ぐなど一時は存続を危ぶむ声もあった。特にフィルム現
像やプリント作業を個人で行うには暗室設備が必要なこ
となどから縮小傾向は未だに拭いきれない状況である。
しかし、ゼラチン・シルバー・プリントはデジタル写真
にはない魅力を確立しており、今なお写真家などの間で
の支持率は高い。また、デジタル写真社会の中で育った
若年層にとっては、フィルムカメラやゼラチン・シルバ
ー・プリントの魅力を新鮮に受け入れる現状も見られ、
本学のコラボレーション授業「モノクロ写真の現像とプ
リント（暗室体験）」においても毎回 30 名程度の定員に
対し 100 名を超える履修希望者があり、ゼラチン・シル
バー・プリントに対して高い興味を持っていることが分
かる。履修する学生の多くは、フィルムカメラを初めて
手にすることにより、撮影、ネガ作成、暗室の中でのプ
リントに至るまでの全過程において、次第にゼラチン・
シルバー・プリントの楽しさを実感し、関心を抱く様子
が伺える。このことは、システム化されたデジタルの現
像・プリントにはない、アナログ作業における作品制作
の醍醐味から発せられるものであると考える。
今後、写真表現はデジタルとアナログの表現の融合に
よって、更に多様化していく可能性があり、このことは
現代の造形表現に新しい表現手段として位置付ける事が
できるものと期待する。

Ⅲ　研究の背景と目的

筆者は、2002 年頃から「空間を表現することに効果
的な手法とは」、「観る側のイメージを膨らませることが
できる表現とは」ということを念頭に置き、紙を使用し
たレリーフ作品を制作してきた。『記憶―想像―気配』
『存在―不在』の関係を架空の空間から導き出してきた
のである。時代・場所・物体・空間などを不明瞭にする
ことは、その曖昧な部分を観る側の想像に委ねることと
なる。そこで筆者は、作業過程において敢えてアナログ
作業とデジタル作業の双方を組み込み、作品の表面をス
チレンボードの重層によってレリーフ化させることで空
間を圧縮したような面白さを作り出すと共に、そこから
生まれる光と影の効果を利用して劇的な場を観る側に与
える作品の制作を心掛けてきた。
近年では、「他の表現手段によって『記憶―想像―気
配』を表現できないか」という考えから表現手段を模索

するようになり、その一手段として写真表現に着目した。
写真は撮影者さえ意図しない部分、つまり無意識に視野
に入り込む部分をも映し出す。そこに記録された空間は、
一方向から一瞬をトリミングした一部分に過ぎない現実
である。撮影者の一時の「視点」がそこに存在し、観る
側は、その「視点」を介してその空間を眺めることにな
る。現実の空間が写し出されながらもその者にとっては
未知の空間に他ならない。
観る側が実写された空間から自分自身の経験・知識に

より前後を連想させたり推察させたりすること、つまり
『記憶―想像と導く策』は可能なのだろうか。従来の筆
者の作品が架空のみで構築された空間だったのに対し、
写真は現実空間を写したものである。あらゆる連想を抱
かせるため、いかに現実空間と架空空間との差異を調和
させるかが、この研究の要点となる。

Ⅳ　従来の写真表現手法

デジタル写真とゼラチン・シルバー・プリントの撮影
からプリントまでの大きな流れは以下の通りである。
１．デジタル写真の手法

⑴デジタルカメラで撮影
撮影後、液晶モニターで撮影画面の確認。
必要に応じて、再撮影。
⑵画像データの保存
画像データを記録メディア（外付 HDなど）に保存。
⑶画像データの編集
必要に応じて Photoshopなどで編集。
⑷プリント

 インクジェットプリンターを使用して、インクジェッ
ト用印画紙にプリント。
２．ゼラチン・シルバー・プリント（モノクロ）の手法

⑴フィルムカメラで撮影
露光： フィルムに光が当たると、乳剤中のハロゲン化銀が反

応し、光量に比例して目に見えない潜像を作る。

　図 1　フィルム現像（露光）
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⑵フィルム現像（ネガ作成）
現像タンクを使用して、現像→定着→水洗い→乾燥
現像： 現像液は、潜像を持った（光の当たった）ハロゲン化

銀を黒色銀に変え、目に見える可視像を造る。

定着： 停止液で現像作用を止める。定着液は、未現像（未感

光）のハロゲン化銀を取り除き、像を安定させる。

⑶コンタクトプリント
引き伸ばし機を使用して、露光テスト→現像→停止→
定着→水洗い→乾燥
露光： ネガを通ってきた光が印画紙に当たると、乳剤中のハ

ロゲン化銀が反応し、光量に比例して潜像を作る。

 現像・定着図は図 1・図 2のフィルムベース層が印画紙とな

る。

⑷プリント
引き伸ばし機を使用して、露光テスト→現像→停止→
定着→水洗い→乾燥

 現像・定着図は図 1・図 2のフィルムベース層が印画紙とな

る。

Ⅴ　研究方法

従来の手法の中で、イメージに近づけるためにいくつ
か試みる。その際、一般的に写真の仕上がりにおいて重
要視される黒の締まりや諧調を求めるのではなく、筆者
のイメージにあった写真になることを優先して行う。ど
こにもピントが合っていないぼけた写真、ぶれた写真な
どであってもイメージに近いものであれば従来のデジタ
ル写真やゼラチン・シルバー・プリントで仕上げ、考察
の材料とする。
今回の研究は、従来の現像作業工程を前提に、技術の

クオリティーよりもイメージの形成を主眼に置いて下記
の項目に着目した。
１．�デジタル画像データを使用してゼラチン・シルバー・

プリントの作業工程に移行することはできないか。

フィルムカメラは、フィルム現像するまで画像を確認
できないのに対し、撮影直後に画像を確認できるデジタ
ルカメラは魅力である。ゼラチン・シルバー・プリント
においては、ネガの重要性が語られ、まずはネガであり、
それには経験がものをいうといった考えもあるが、この
工程によりフィルム現像の失敗を回避できる。
２．�ゼラチン・シルバー・プリントに和紙を使用するこ

とで、さらにイメージの広がりや味わいの魅力をだ

すことができないか。

デジタル写真をインクジェット用の和紙で仕上げたと
きのソフトな心地よい空間が気になる。和紙にプリント
した写真は、黒の締まりや諧調の幅といったものは写真
光沢紙に比べ低くなるが、その雰囲気をさらに醸し出す
効果を得られる。
３．�モノクロ画面の一部分に故意に有彩色を入れること

で意図的な空間をつくり出すことはできないか。

写真は、現実空間を捉えたものである。そこに作り手

図 4　コンタクトプリントの原理

　図 2　フィルム現像（現像）

　　図３　フィルム現像（定着）

図 5　プリントの原理
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の意図を組み入れる部分が多い程、作品の普遍性を高め
る可能性があると思われる。

以上のことから、撮影にはデジタルカメラを使用し、
印画紙には和紙を使用、プリント手段はゼラチン・シル
バー・プリント仕上げにし、部分的に有彩色をいれる制
作工程を確立することとした。ここで必然的に作業過程
に加えなければならない 2項目が浮上する。
１つ目は、デジタル画像データをゼラチン・シルバ
ー・プリントに仕上げることからデジタル画像データを
ネガへ変換する必要があるという点である。
2つ目は、支持体である印画紙を和紙に特定したこと

から印画紙を制作する必要があるという点である。
この制作工程は、デジタルカメラの誰もが気軽に撮影
できる利点と、デジタル写真にはないゼラチン・シルバ
ー・プリントの魅力を活かしたデジタルとアナログが融
合した表現でもあり、写真表現の可能性を考察すること
に繋がるものと考える。
そこで実際に制作を通して、新たな作業手順の試みの

過程を記録し、考察することとする。

Ⅵ　写真表現手法の研究（その１）

1. 作業工程

⑴デジタルカメラで撮影

⑵デジタル画像データからネガへの変換

デジタルカメラとフィルムカメラは、光学画像の保存
に違いがある。このことは最終的なプリント手段に反映
されるため、今回の制作工程においてデジタル画像デー
タからネガへの変換方法が必要となる。デジタルカメラ
で撮影された画像は、デジタル画像データとして記録媒
体に記録されるのに対し、フィルムカメラで撮影された
画像は、それをフィルム現像し定着させ、ネガにして保
存する。両者の保存方法が共存する現在、店舗ではネガ
や写真をデジタル画像データに変換して CD - ROMにす
るサービスが普及しており、またその作業はフィルムス
キャナーがあれば個人でも可能である。しかし、今回の
作業に必要なデジタル画像データからネガへ変換するフ
ィルムレコーダーは、市場普及が低く、高額であるため
個人で購入するには不向きである。そこで、限られてい
るが店舗によってデジタル画像データからネガ作成を行
うサービスがあることから委託に頼ることが適当である
と言える。価格は店舗によって異なるが、ネガからデジ
タル画像への変換と比較すると高額かつ日数も要する。

依頼した店舗の価格と日数
・35mmネガから画像データ変換
金額：画像 200 枚（インデックス付）500 円
日数：2日
・画像データから 35mmネガ変換の金額
金額：12 枚セット 1組　5,800 円
（画像データの色調補正、トリミング、下駄焼きプリン
トは別途）
日数：4日（フィルム現像日数と同じ）
依頼時には、デジタル画像と 35mmフィルムの縦横
の比率が異なるため、トリミング指定をする必要がある。
スクエアサイズの画像は、デジタル画像の天地のカット
をせず、左右に余白を作成することでネガ作成を依頼し
た。
⑶印画紙の制作

印画紙とは、写真感光紙の総称である。支持体となる
紙と感光乳剤との間に硫酸バリウム（バライタ）とゼラ
チン層を塗布したバライタ紙と、原紙の両面にポリエチ
レンのような水を透さない樹脂をコーティングし片面に
乳剤を塗布した RCタイプの印画紙とがある。各種類と
も原紙の厚さ、原紙の色合い、紙面の肌質と光沢、色調、
諧調、サイズなどの違いで多種多様のものが販売されて
いる 1）。

①支持体（和紙）の選択
和紙は、楮（コウゾ）、三椏（ミツマタ）、贋皮（ガン

ピ）などを原料としたもののほか、それらを混ぜ合わせ
たものがあり、それらは繊維が長く、ほとんどが中性で
あるため丈夫であり、その上保存性が高いのが特徴であ
る。支持体として、原料の違うもの、厚さの違うものな
どを試し、最終的に作品になったときにイメージにあっ
た和紙、工程に適した和紙を選択する必要がある。
②着彩方法
ゼラチン・シルバー・プリントは、そこに映し出され
た画像からイメージが膨らむ心地よさを実感できる。そ

図 6　印画紙の構造
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こに現実空間を架空空間に近づける策としてインクジェ
ットプリンターでの彩色をアクセントに取り入れ、意図
した空間を作り出すこととする。直接、手描きする方法
も考えられるが、ゼラチン・シルバー・プリントの持つ
風合いを第一に考えタッチのないインクジェットプリン
ターを使用することとした。ゼラチン・シルバー・プリ
ントで表現された空間を活かすため、背面にインクジェ
ットの有彩色、前面にゼラチン・シルバー・プリントの
モノクロが表現されるよう作業工程を組む。また、印画
紙になった和紙は感光してしまうため、インクジェット
の彩色は印画紙制作前に行う。パソコンでの彩色は、デ
ジタル画像データがあることによって容易にできる過程
であり、やり直しや違うパターンの作成ができる利点が
ある。パソコンソフトは、Adobe Photoshopを使用し、
デジタル画像データをベースに彩色し、彩色した部分の
みを印画紙にプリントアウトした。プリンターで薄手の
和紙をプリントする際、給紙し難い、給紙ができないと
いったトラブルが起きるため、上質紙等をベースにし、
給紙口の挿入部分になる和紙の上部を固定させることで
それを回避した。
また、厚みのある紙を印刷できるプリンターであれば、
1～２mm厚のイラストボードに固定させ、差し込み印
刷をすると作業がスムーズである。
③写真乳剤（エマルジョン）の塗布
写真乳剤（以降「乳剤」と表記）とは、フィルムや印

画紙の支持体に塗布する感光液であり、ゼラチンの中に
添加薬品とハロゲン化銀の微細な結晶粒子を分散させた
乳白色の液である 2）。今回、乳剤には、富士フィルム株
式会社のアートエマルジョン（富士黒白写真乳剤）を使
用する。これは、一般向けにゼラチン・シルバー・プリ
ントができるよう開発されたものである。使用説明書に
よると支持体が紙以外の布・木などであっても自分で容
易に塗布することができ、市販の一般用黒白印画紙では
得られない画質やトーンを生かした新しい映像表現を可
能にするとある。作業は、固化している乳剤を溶解し、
塗布、乾燥させる。40℃の湯に乳剤をボトルごと浸け溶
解させる。途中、中の乳剤を混ぜ合わせるため上下天地
返しをするが、泡が発生すると支持体に泡が残り、除去
しにくいので慎重に作業を進める。この後の作業は、乳
剤が感光性のある銀が素材になっているため暗室で行う。
塗布する際の平刷毛選びも仕上がりをイメージに近づけ
るために大切なポイントとなるため水彩画用または水性
ペイント用の毛の柔らかいものの中から適宜選択する。

和紙の特徴である長い繊維は、水分を含むと伸び、乾
燥すると縮むという特性に繋がる。そのため、伸縮が大
きいものは、ベニヤ板に固定（水張り）して作業を進め
ていく。水分を含んだ和紙の表面は、力を入れて擦ると
荒れてしまうため、力を入れずに一定方向で塗布してい
く。結果、暗室での作業は慣れるまで均一に塗布するこ
とが困難であり、和紙の種類や乳剤の塗布量によって乾
燥時間が変化することに併せて露光時間にも関わるため、
必ず段階露光テスト用の分も作成しておく。
⑷段階露光テスト

露光時間は同じ和紙であってもアートエマルジョンの
塗布量によって変化するため、その都度行わなければな
らない。制作した印画紙の感度が低いと考えられるが、
市販の印画紙よりも長い露光時間を要した。
⑸プリント

適正露光を決め、次はプリント作業である。和紙は、
水分を吸収し、水に濡れると繊維がバラバラになり、破
れやすいという特性がある。自主制作した印画紙は、既
成の印画紙を使用する場合より薬液に浸す時間や水洗い
の時間が長くなるため、その間に繊維が壊れ、原型を保
つことができない状態になるケースがあった。
贋皮紙においては、薄いが濡れた状態でも非常に強度
が強く、贋皮を含む和紙は比較的印画紙にむいていると
思われるが、更なる研究が必要である。

２．結果

⑴ デジタルカメラで撮影し、ゼラチン・シルバー・プリ
ントするという作業工程の可能性を見いだすことがで
きた。
⑵ 故意の着彩によって現実空間を捉えた写真のなかに作
者の意図を盛り込む余地が増え、表現の幅が広がる可
能性を見いだすことができた。
⑶ ネガにぼけた写真、ぶれた写真を使用した場合は、プ

図７　感光乳剤（アートエマルジョン）
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リントの仕上がりがソフトになりすぎる。撮影時とプ
リント時のギャップを把握して撮影する必要がある。
⑷ 和紙は基本的には手漉きで作られ、職人によって紙質
がまったく変わるため、和紙各々の特性を踏まえなが
ら自分の作品に合うものを選択する必要がある。

３．考察

段階露光テストで明らかになった制作印画紙の感度の
低さからプリント手段を再検討する必要があると考える。
そこで、コンタクトプリントの工程に替えることで解決
を試みる。

⑴コンタクトプリントとは

コンタクトプリントは、ネガの幕面を印画紙の乳剤面
に直接密着させて、画像を焼き付ける方法である。密着
焼き、ベタ焼きともいわれる。19 世紀の印画紙は感度
が低く、ネガと印画紙を密着させて太陽光などの強い光
で焼き付けを行っていた。その後、引き伸ばし機が普及
し、印画紙の感度が向上してからは、コンタクトプリン
トは、ネガフィルムに何が撮影されているかを確認し、
引き伸ばしのコマを選択するために使われるようになっ
た。他に作品の整理の目的にも使われる 3）。
今日でもコンタクトプリントは大型カメラを使用する
などして作品制作を行っている作家もいる。制作工程は、
印画紙の上にネガを置き、その上にガラスを被せてプリ
ントする。
この方法の特徴は、ネガとプリントサイズが同じサイ
ズになることである。そのため、作品のサイズ展開を考
慮すると、ネガ作成手段を検討する必要がある。

⑵ネガ作成に製版フィルムの活用

ネガ作成には、ネガのベースになる支持体がフィルム
同様に透明であり、また、デジタルデータをプリントす
ることからインクジェットが定着するものでなければな

らない。その条件に合うものに OHPフィルムがあるが
市販されているサイズが A4 であるため、それよりも大
きいサイズが作成できないことになる。そこで製版フィ
ルム（ピクトリコ　グラフィックアーツ）に着目した。
この製版フィルムは透明度が高く、インクジェットが定
着できるため、ネガ作成が可能となる上に、ロールで販
売されているためネガのサイズ展開をも可能とする。
ネガ作成には、デジタル画像データをネガ用の画像デ
ータに変換する必要があるため、パソコンソフト Adobe 

Photoshopを使用し、諧調の反転の作業を行う。デジタ
ル画像データがカラーの場合は、事前にデータをモノク
ロ変換させておく。プリントの仕上がり時、余白と画像
の境界線を曖昧にするため、画像データの角は丸みをつ
け、境界線はぼかし、ネガを作成する。
このネガ作成工程は、あらかじめインクジェットで彩
色した印画紙にプリントする際、35mmネガを引き伸ば
し機で拡大した画像と印画紙を合わせることよりもコン
タクトプリントによってネガと印画紙を直接合わせるこ
とで作業効率があがる結果となる。

Ⅶ　写真表現手法の研究（その 2）

１．作業工程

⑴デジタルカメラで撮影
⑵デジタル画像データからネガの作成
画像データの加工（Photoshopを使用）
インクジェット製版フィルムを使用
⑶プリント（意図的な部分）
データの作成（Photoshopを使用）
支持体の和紙にインクジェットプリンターで着彩
⑷印画紙の制作
⑶に写真乳剤（エマルジョン）を塗布
⑸段階露光テスト
⑹プリント（ゼラチン・シルバー・プリント）

図 8　35 mmネガのコンタクトプリント

図 9　製版フィルムで作成したネガのコンタクトプリント
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コンタクトプリント仕上げ

２．結果

仕上がりは、写真表現でありながら絵画表現をも含ん
だような曖昧なソフトな雰囲気を醸し出すものになった。
それは、印画紙を作成することで更に効果を上げること
ができたといえる。また、デジタルカメラのデータをネ
ガに作成することは、デジタル加工の段階でゼラチン・
シルバー・プリントのテクニックである覆い焼きの要素
や合成、デフォルメなど多くの可能性を含んでいると期
待できる。
今回、写真表現においてデジタルとアナログを融合さ
せた制作工程が見いだせたこと、さらには、現実空間を
映し出す写真に筆者のイメージを形成できる可能性があ
ると感じることができたことは大きな成果であった。
３．考察

写真技法においては、今回ゼラチン・シルバー・プリ
ントを取り上げたが、これ以外にもピンホール・カメラ
やフォトグラム、プラチナプリント、カロタイププリン
トなど多くの古典技法がある。デジタル化が進みデジタ
ル画像が氾濫する現在、写真乳剤など写真材料の存在は、

需要の低さが影響し、売り場から消えていく商品がある。
その状況下ではあるが、ゼラチン・シルバー・プリント
や古典技法には、写真表現を広げる新しい可能性が埋も
れていることから、今後も更なる研究が必須である。そ
れは、被写体、撮影技法、プリント技法、カラー技法、
展示段階といったすべてに於けるオリジナル化など、ま
たはその組み合わせによって完成されたプロセスからも
表現の幅を持たせる見込みがあるからである。さらに、
写真表現は、アナログとデジタルの融合手段によって多
くの可能性を秘めている。
特に、今回使用した乳剤「アートエマルジョン」の存

在は筆者にとって未知の可能性を感じる。それは、写真
表現としてだけではなく、それ以外の表現手段と合わせ
て作品化することにより新しい表現の可能性を持たせる
ことができると考える。よって、今回の研究におけるデ
ータの蓄積は、今後の表現手段としての位置づけを明確
する際に重要なものになると確信している。

Ⅷ　結論

写真表現は、絵画や彫刻などと比較すると作家の手元
から離れる工程も多い。そして、今日のデジタル化によ
り作家が関わる制作工程はさらに減少している。しかし、
その反面、写真表現の可能性が未知数であることも事実
である。今回は如何に作家の意図を作品に組み入れるか
が大きな課題となった。
どの分野においてもあらたな技法・技術を発見するこ
とは容易ではないが、既存の工程を再構築することによ
って見いだされる表現もある。また、今後もデジタル技
術の進歩は芸術表現の可能性を無限に拡張するであろう。
作品制作には常に試行錯誤の工程があり、その過程にお
いて発見を新たにすることも多い。技法は、イメージを
作品というカタチに置き換えるための方法であるが、そ
の選択の重要性は大きいと考える。筆者は、イメージの
形成のために表現手段を固執することなく作品制作を行
っている。そして、今回の技法であるゼラチン・シルバ
ー・プリント以外のレリーフ技法やエンボッシング技法
を用いた際も、常にその技法の秘められた可能性を模索
した。今後、更に研究を進めその結果を報告したい。

Ⅸ　おわりに

最後に、筆者は本学の『基礎造形』の授業を担当して
おり、この飛躍的な進歩においても変わらず必要な造形
の基礎的な感覚・感性を自身の経験から学生に伝えてい

図 10　作業工程図
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きたいと考えている。
　『科学や技術は、発達すれば発達するほど、その基礎
や基本が重要視されるようになる。また、学・術の発達
は、ジャンルの細分化をもたらすが、細分化が進めば進
むほど学際性が重視されるようになる。』4）

このことを念頭に入れ、これからも創作活動、『基礎
造形』の指導・研究をしていきたい。
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